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専⾨学校の選び⽅① 

専⾨学校とは何を学ぶところか 
 

大学・短大が学問・技術の研究を主な目的とするのに対して、 

専門学校は職業や実生活に直接役立つ専門知識を身につける職業に結びついた学校です 

大学・短大・理論を学ぶことに重点を置き、一般教養、外国語、保健教育と幅広く学ぶ 

        単位制：短大においては 2 年間 72 単位 約１７００時間 

専門学校 ・総授業時間の約８割を専門教育に当てている。  

        時間制：2 年間で、平均 2,300 時間の講義・実習がある。 

そのうちの８０％は専門科目で実習時間が多い。 
   

専門学校への進学の目的、就きたい職業をはっきりさせよう。 

 専門学校選び＝職業選び  
専門学校は職業的に知識や技術を主として教え、即戦力となる人材を育てることが目標。 

  将来の職業と直結した教育内容。 

 

「自分はどんな仕事に就きたいのか。 

そして、その仕事で自分は何をしたいのか。」 

具体的な目標を持って専門学校に進学すること！ 
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専⾨学校の選び⽅② 
⾃分の⾏きたい学校を⾒つけるポイント 

 

学科・コースできめる 

・似た名前の学科や同じ名前でも学校によって教える内容が異なります。取得資格にも関係する

ので、学科名だけにとらわれず、具体的にどんなことを学ぶのかを知ることが重要です。 

取得資格でみつける 
・専門学校に行けば誰でも資格が取れるわけではありません。 

・各学校案内を参考に自分のとりたい資格を研究しましょう。 

 ※どのような資格が、どうやって取得できるかを調べておく必要があります。 

就職実績でみつける 
・卒業生の就職一覧を作成して配布している学校もあるので、参考にしましょう。 

・企業名にこだわらず、専門分野への就職が可能かどうか、学校で学んだ知識・技術をいか

せる仕事に就いたかどうかを読み取ることが大切です。 

学費でみつける 
※納入金の主な内訳 

・入学金：入学（手続き）時に 1 回納めるもの 平均１０万円（沖縄県） 

・授業料：月額・年額、前期・後期、3 学期ごとの分納など学校によって表示の仕方が異なる。 

・施設費：施設費、維持費、施設・維持日と表示する学校が多い。教育運営費、実習設備拡充費と

称するところもある。 

・実習費：実習の多い学校では、必要な材料を用意するのがほとんど。そういったものは納入費

に含まれません。別に徴収するところもあります。 

奨学金 
 ・日本学生支援機構奨学金は国が運営する奨学金。 

・職業能力訓練大学校などはこの適用から除外されます。 
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専⾨学校の選びかた➂ 

学校案内の⾒⽅ 

 

沿革：時代を通してその学校と社会の関わりを見ます。 

教育方針：学校像。校風を具体的につかみましょう。 

学科紹介：自分の勉強したいことがくみ込まれているか。どんなことを学ぶのか。 

       開設されている科目とその内容。実習の内容。必修・選択科目の時間数。時間割 

講師陣：専任講師の人数とその割合を確認。 

就職：学校で学んだ知識・技術を生かせる仕事かどうか。就職先一覧や就職実績（就職率・求人者

数・求人数）、専門分野への就職達成率。 

施設・設備：実習機器は実際にどれだけ使えるか。実習機器の種類、台数、授業時間以外の使用は

可能か、学生寮・図書室などの有無を確認。 

自分で決めよう！！ 
志望校は体験入学や学校説明会に参加して自分の目で決めましょう。 

以下の項目をチェック 

□ 施設設備はパンフレットどおりか 

□ 募集定員に対する実際の生徒数はどうか 

□ 実習機器の台数、利用のされ方はどうか 

□ 学校の雰囲気は自分に合うか 

□ 周りの環境はどうか 

□ 交通の便はどうか 

将来につながる、悔いのない学校を選びましょう！！ 
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専⾨学校の選びかた④ 

番外編 

 

大学や短期大学との併願を志望する生徒が増えています。その人が不利にならないように配慮

する制度をとる専門学校が多くなっています。併願者に対する扱いは 3 つのタイプになっています。 

 

（１）仮入学の学校 

願書提出のとき、併願届け提出、専門学校に合格すると入学金だけ納入します。 

（２）入学金以外の学費を返還するケース 

願書提出の時に併願届けを提出し、専門学校に合格したとき、入学金や授業料など全額費を納 

入しますが、大学・短大の合格書の写しを提出すると、すでに納入した学費から入学金を除いた 

分を返還してもらえます。 

（３）学費を延納するケース 

大学・短大の合格発表日まで入学金を含め、全額を延納します。 

 

    ※細かい点で条件をつけている学校もあるので、各校の募集要項をよく読んでください。 
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専⾨学校の願書提出の流れ 
志望校を決めたら、募集要項をよく確認する。 

①受験制度の確認 
ＡＯ入試、指定校推薦・その他の推薦制度、また受験料、入学金の免除や減額など、経済的な特

典があることも多いので、早めに確認して計画的に準備する。 

②受験科⽬などの確認 
看護、医療系以外の専門学校は、一般的に「書類選考のみ」ということが多い。 

 「書類選考」とは・・・願書や高校の調査書（学業成績、行動の記録、出席状況）によって合否

を判定するもので、受験者が専門学校で試験を受けることはない。 

③提出書類の確認 
 入学願書（自分で記入し専門学校担当者と記載事項の確認）、調査書・推薦書（担任に申請する） 

 振込証明書・郵便為替（受験料の支払証明）   

④願書の提出期間 
 専門学校の願書受付は10 月 1 日からです。 

  （ＡＯ入試や特別推薦はもっと早いこともあります。） 

 ただし、受付期間内であっても、学科の定員に達した時点で募集停止になります。 

⑤⼊学⾦などの⽀払期限 
 合格通知から１～４週間以内に「入学金＋前期の授業料」の納付を求めるという学校がほとんど

です。期限内に用意できるか、保護者と相談してから願書を出すこと。 

いざ！出願！！ 

 

 

 

 

 

 

※１ 調査書申請書（青い用紙は）進路室にあります。 

   推薦希望者は、推薦願（ピンクの用紙）も同時に提出 

※２ 郵便書留の料金は 500～700 円程度 

〈指定校推薦について〉 
①各専門学校の基準や、本校の推薦基準に達しているか。 

  校内推薦基準・・・評定平均３．０以上、各学年とも無届欠席５日以内、無届欠課 10 時間以

内、朝の遅刻が 3 カ年で 15 回以内 

②専門学校が指定する人数以上の応募があれば、推薦委員会で決定する。 

③合格した場合、確実に入学を約束できる者（重要！） 

 推薦の出願は専願です。不合格通知が届くまでは、他の学校に出願できません。 

 ※指定校合格後に入学を辞退することはできません。よく相談して志望校を決定して下さい。 

必ず保護者の承諾を得て、 

押印して提出 

銀行や郵便局で支払うので業務時間を確認すること 

調
査
書
申
請
書
を
担
任

＆
進
路
部
に
提
出
※
１

受
験
料
を
銀
行
等
で
支

払
う 

願
書
を
書
く 

専
門
学
校
担
当
と
書
類

の
確
認 

全
て
揃
っ
た
ら
郵
便
局
へ

※
２
書
類
で
郵
送 


